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１．地域経済循環マップ・生産分析より 

 

◆化学が最も多く、はん用・生産用・業務用機械、輸送用機械、その他製造業、食料品

と続いている。 
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◆輸送用機械が最も多く、その他の製造業、公務と続いている。 
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化学が最も多く、はん用・生産用・業務用機械、その他の製造業と続いている。 



   5 

 

 

 

公務が最も多く、その他製造業、住宅賃貸業と続いている。 
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はん用・生産用・業務用機械が最も多く、化学、その他の製造業と続いている。 
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公務が最も多く、保健衛生・社会事業が続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   8 

 

２．まちづくりマップ・From-to 分析より 

 

 

 

奈良県が最も多く、大阪府、滋賀県、京都府と周辺府県が続いている。 
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大阪府が最も多く、奈良県、滋賀県、愛知県、京都府と続いている。 
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３．産業構造マップより 

 

 

 製造業全体として減少傾向が続いている。2009 年、2012 年、2016

年は前年より減少した年であった。 
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 2007 年から 2012 年にかけて小売業・卸売業の事業所総数が最も

減少率が高かった。 
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三重県は 2013 年まで減少傾向であったが、その後 2018 年まで上昇

傾向となっていた。 

全国平均は 2013 年から 2020 年まで上昇傾向であったが、その後減

少に転じている。新型コロナ感染症拡大の影響がうかがえる。 

 


